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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公表番号】特表2016-531168(P2016-531168A)
【公表日】平成28年10月6日(2016.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2016-058
【出願番号】特願2016-525348(P2016-525348)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  47/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ   47/00     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/22     ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　
   Ｃ０７Ｆ   15/00     　　　Ｆ
   Ｃ０７Ｆ   15/00     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月12日(2017.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の式（Ｉ）：



(2) JP 2016-531168 A5 2017.7.27

【化１】

　（式中、
　Ｍは金属であり、
　それぞれのＲが独立して、原子または原子団であり、かつ、
　少なくとも１つのＲが－ＯＲ１［式中、Ｒ１は原子または原子団である］である）
　を有するリン光性メソ非置換ポルフィリン。
【請求項２】
　３５０ナノメートル～６００ナノメートルの範囲における第１の波長で照射されるとき
に励起され、その後、６００ナノメートル～７００ナノメートルの範囲における第２の波
長でのリン光を放射することが可能である、請求項１に記載のポルフィリン。
【請求項３】
　前記第１の波長が５３２ナノメートルであり、かつ
　前記第２の波長が６４４ナノメートルである、請求項２に記載のポルフィリン。
【請求項４】
　前記第１の波長が５４６ナノメートルであり、かつ
　前記第２の波長が６７４ナノメートルである、請求項２に記載のポルフィリン。
【請求項５】
　下記の式（ＩＩ）：
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【化２】

　（式中、
　Ｍは金属であり、
　それぞれのＲが独立して、原子または原子団であり、かつ、
　少なくとも１つのＲが－ＯＲ１［式中、Ｒ１は原子または原子団である］である）
　を有するリン光性メソ非置換ポルフィリン。
【請求項６】
　Ｒ１が、水素、置換または非置換のアルキル基、置換または非置換のアルキルカルボニ
ル基、置換または非置換のアルケニル基、置換または非置換のアルキニル基、置換または
非置換のシクロアルキル基、置換または非置換のヘテロシクロアルキル基、置換または非
置換のアリール基、ヘテロアリール基、ハロ基、シアノ基およびニトロ基からなる群から
選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項７】
　Ｒ１が水素である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項８】
　Ｒ１がアルキニル基である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項９】
　Ｒ１がプロピニル基である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項１０】
　複数のＲが－ＯＲ１である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項１１】
　どのＲも－ＯＲ１である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項１２】
　どのＲも－ＯＲ１であり、かつ
　Ｒ１がプロピニル基である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項１３】
　Ｒ１がトリアゾリル基を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
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【請求項１４】
　前記トリアゾリル基がアルキル鎖を介してＯに結合する、請求項１３に記載のポルフィ
リン。
【請求項１５】
　Ｒ１がアルキルグルタメート基を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィ
リン。
【請求項１６】
　Ｒ１の末端が１対のアルキルグルタメート基である、請求項１～５のいずれか１項に記
載のポルフィリン。
【請求項１７】
　Ｒ１がトリアゾリル基を含み、かつ、
　Ｒ１の末端が１対のエチルグルタメート基である、請求項１３に記載のポルフィリン。
【請求項１８】
　どのＲも－ＯＲ１である、請求項１７に記載のポルフィリン。
【請求項１９】
　Ｍが白金である、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項２０】
　Ｍがパラジウムである、請求項１～５のいずれか１項に記載のポルフィリン。
【請求項２１】
　第二世代のグルタミン酸デンドリマーの内部にカプセル化される、請求項１～５のいず
れか１項に記載のポルフィリン。
【請求項２２】
　放射強度が酸素分圧に依存する酸素感受性リン光体である、請求項１～５のいずれか１
項に記載のポルフィリン。
【請求項２３】
　３５０ナノメートル～６５０ナノメートルの範囲における第１の波長で照射されるとき
に励起され、その後、７００ナノメートル～８００ナノメートルの範囲における第２の波
長でのリン光を放射することが可能である、請求項５に記載のポルフィリン。
【請求項２４】
　前記第１の波長が５９４ナノメートルであり、かつ
　前記第２の波長が７４０ナノメートルである、請求項２３に記載のポルフィリン。
【請求項２５】
　前記第１の波長が６０５ナノメートルであり、かつ
　前記第２の波長が７７０ナノメートルである、請求項２３に記載のポルフィリン。
【請求項２６】
　ポルフィリン化合物を作製するための方法であって、
　（ａ）下記の式（ＩＩＩ）の化合物：
【化３】
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　（式中、
　Ｒ２は原子または原子団であり、
　Ｒ３は原子または原子団であり、かつ
　Ｒ２およびＲ３の少なくとも１つが－ＯＲ４［式中、Ｒ４は原子または原子団である］
である）
　を縮合すること
　を含む方法。
【請求項２７】
　Ｒ４が、水素、置換または非置換のアルキルカルボニル基、置換または非置換のアルキ
ル基、置換または非置換のアルケニル基、置換または非置換のアルキニル基、置換または
非置換のシクロアルキル基、置換または非置換のヘテロシクロアルキル基、置換または非
置換のアリール基、ヘテロアリール基、ハロ基、シアノ基およびニトロ基からなる群から
選択される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　Ｒ２が－ＯＲ４であり、かつ
　Ｒ３が－ＯＲ４である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　Ｒ４がアルキルカルボニル基である、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　Ｒ４がＣ１～Ｃ１０アルキルカルボニル基である、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　Ｒ４がｔｅｒｔ－ブチルカルボニルである、請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　工程（ａ）が、式（ＩＩＩ）の前記化合物をテトラシクロヘキセノポルフィリン環に縮
合することを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　さらに、
　（ｂ）下記の式（Ｉ）を有するリン光性メソ非置換ポルフィリンを前記テトラシクロヘ
キセノポルフィリンから合成すること：
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【化４】

　（式中、
　Ｍは金属であり、
　それぞれのＲが独立して、原子または原子団であり、かつ、
　少なくとも１つのＲが－ＯＲ１［式中、Ｒ１は原子または原子団である］である）
　を含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　さらに、
　（ｂ）下記の式（ＩＩ）を有するリン光性メソ非置換ベンゾポルフィリンを前記テトラ
シクロヘキセノポルフィリンから合成すること：
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【化５】

　（式中、
　Ｍは金属であり、
　それぞれのＲが独立して、原子または原子団であり、かつ、
　少なくとも１つのＲが－ＯＲ１［式中、Ｒ１は原子または原子団である］である）
　を含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　Ｒ１がアルキニル基である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　複数のＲが－ＯＲ１である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　どのＲも－ＯＲ１である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　どのＲも－ＯＲ１であり、かつ
　Ｒ１がプロピニル基である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　Ｒ１がトリアゾリル基を含む、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項４０】
　前記トリアゾリル基がアルキル鎖を介してＯに結合する、請求項３３または請求項３４
に記載の方法。
【請求項４１】
　Ｒ１がアルキルグルタメート基を含む、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項４２】
　Ｒ１の末端が１対のアルキルグルタメート基である、請求項３３または請求項３４に記
載の方法。
【請求項４３】
　Ｒ１がトリアゾリル基を含み、かつ、
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　Ｒ１の末端が１対のエチルグルタメート基である、請求項３３または請求項３４に記載
の方法。
【請求項４４】
　どのＲも－ＯＲ１である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項４５】
　Ｍが白金である、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項４６】
　Ｍがパラジウムである、請求項３３または請求項３４に記載の方法。
【請求項４７】
　前記テトラシクロヘキセノポルフィリンが、前記式（ＩＩ）を有する前記リン光性メソ
非置換ベンゾポルフィリンを形成するために酸化され、金属化される、請求項３４に記載
の方法。
【請求項４８】
　対象の組織における酸素を測定するための方法であって、
　（ａ）請求項１または請求項５に記載される化合物を前記対象の組織の近くに配置する
こと；
　（ｂ）前記化合物がリン光を発することを生じさせること；および
　（ｃ）酸素圧を前記化合物からのリン光強度に基づいて計算すること、
　を含む方法。
【請求項４９】
　前記化合物が、手当用品に取り込まれるマトリックスに付随する、請求項４８に記載の
方法。
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